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本報告書は、一般県道三浦勝北線道路改築に伴って実施した、津山市市場に所在する姥

ヶ逍遺跡の発掘調在報告書です。

この遣跡の所在している地域は、平成の大合併が行われるまで勝田郡勝北町に属し、津

山盆地の東部に位置しています。この地域には大きな河川が流れておらず、古来幾たびか

干ばつに見舞われてきました。そのため、灌漑用水確保に多くのため池が造られています。

このうち県下最大級の規模を誇る塩手池の西側を通る一般県道三浦勝北線は、地域住民の

幹線道路として重要な位置を占めています。

このたび、一般県道三浦勝北線道路改築に伴い、路線内の周知の遺跡である姥ヶ逍遣跡

の取り扱いについて協議をしてまいりましたが、保存することが困難であることからやむ

なく記録保存のための発掘調介を実施することになりました。

姥ヶ浴遣跡は、平成16年度に路線内南側の調在で、古墳時代の集落跡が旧勝北町内で初

めて発掘調杏されました。今回は、隣接する同じ丘陵上から北側の谷部にかけてか調介の

対象地であり、前回と同様に丘陵上で竪穴住居や建物などが検出され、古墳時代の集落の

一端を明らかにすることができました。また、縄文時代や弥生時代などの土器も出tし、

これらの時代から人々の生活がすでに営まれていたことが明らかになりました。

この報告書が学術研究に寄与するだけでなく、文化財の保設・ 保存のために活用され、

また地域の研究のための資料として広く役立つならば幸いです。

発掘調査ならびに報告書の作成に当たりましては、岡山県美作県民局建設部をはじめ、

関係各位ならびに地元の方々から多大なご支援とご協力を賜りました。記して厚く御礼申

し上げます。

平成22年3月

岡山県古代吉備文化財センター

所 長 児 仁 井 克 ー





例 言

ー 本書は、 一般県道三浦勝北線道路改築に伴い、岡山県教育委員会が岡山県美作県民局建設部の依
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頼を受け、岡山県古代吉備文化財センターが実施した、姥ヶ遊遺跡の発掘調査報告書で、

冊日となる。

姥ヶ浴遣跡は、津山市市場761-1番地ほかに所在している。

その第 2
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発掘調杏は、平成18年度の確認調奔をもとに、平成21年4月 1日から 8月27日まで実施し、岡山

県古代吉備文化財センター職員が担当した。調在面積は、 1,386面である。

本報告書の作成は、平成21年 8月28日から22年 3月31日まで岡山県古代吉備文化財センターで、

宇垣匡雅•内藤善史• 谷川真基が行った。

本書の執筆は、調査担当者が分担し、文末に文責をそれぞれ記した。また、全体編集は内藤が行

った。
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遺物の写真撮影については、江尻泰幸氏の協力と援助を得た。

出士逍物・ 図面・ 写真等は、

管している。

岡山県古代吉備文化財センター （岡山市北区西花尻1325-3) に保

凡 例
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本報告書に用いた高度値は洵抜高である。

調査に用いた遺跡のグリッドは、国土座標（枇界測地系）に準拠し、各逍構図における方位も平

面直角第V座標系による。

本報告書収載の遺構および遺物の縮尺は、次のとおり統一している。

遺構

遺物

竪穴住居 1/60 建物 1/60 段状逍構 1/60 溝断面図 1/30 土堀 1/30

士器 1/4 石器 1/2
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図版のうち遣物写真に付した番号は、挿図の逍物番号と一致する。

土器実測図のうち、中軸線の左右に白抜きのあるものは、小片のため径の復元が不確実なもので

ある。

断面図における土色は、『妍版標準土色帖』（農林水産省農林水産技術会議事務局監修・ 財団法人

日本色彩研究所色標監修）に準拠している。

7
 

本報告書第 2図は、国土地理院発行の1/25,000地形図「楢」.i日本原」を複製・ 加筆し、縮小し

たもの、第 3図は、津山市都市計画図1/2,500(平成21年津山市使用承認第15号） を複製・ 加箪し

8
 

て縮小したものである。

本報告書に用いた時代、時期区分は一般的な政治史区分に準拠し、

や世紀などを併用している。

それを補うために文化史区分
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第 1章地理的・歴史的環境

1 地理的環境

姥ヶ沿逍跡は、平成の大合併により津山市となった旧勝田郡勝北町に所在する逍跡である。旧勝北

町は津山盆地の東部にあって、岡山県三大河川の一つ吉井川の支流である加茂川の左岸に位置する。

北側には、この地方で「横仙」と呼ぶ那岐山 (1,240m)を主峰とする滝山 (1,197m)・ 広戸仙（爪ヶ城山）

(1,076m)・ 山形仙 (791m)の四座が東西に連なり、南麓は次第に低くなり標高400mから200mにか

けて第三紀中新世層の台地・ 丘陵が、さらにこの南側には田柄川・広戸川・羽出川等が緩やかな流れ

を見せる平野が広がる。そしてこの平野部を取りまくように東部は平野部との比高50m前後の日本原

洪積附が南に延び、西部は城山・天王山から加茂川台地がつづいている。

2 歴史的環境

旧勝北町内では旧石器時代の遺跡・ 遣物はこれまで確認されていなかったが、今回の調在で初めて

遺物が確認され、今後も増加が想定される。縄文時代も、早期の押型文土器は今回の調在で初めて出

土したが、池東・ 造田逍跡の発掘調査では縄文時代前期の土器や動物の解体を窺わせるサヌカイト製

のスクレイパーの出土、落とし穴の検出などがあり、この時期の遺跡もさらに増加することと思われる。

弥生時代には、発掘調査が行われた山形福田逍跡や山ノ奥逍跡などの集落逍跡がある。特に、丘陵

頂部全域が集落であったと想定される山ノ奥遺跡では、中期後半の竪穴住居・建物・段状逍構・ 墓な

ど多くの遺構が検出されている。また、池東・ 浴田遺跡でも後期前半の集落遺跡が調査され、多くの

追構が検出されている。このはか昭和50年前後の道路工事等による士器片の発見で、囮中亀座遺跡・

西村水谷遺跡などで中期の集落遺跡が、天王山遺跡などで後期の遺跡が想定されている。

古墳時代は、古墳74基の存在が大きくクローズアップされる。なかでも全長22mの原古墳は詳細が

不明であるが、小規模ながら前方後円墳であり、他の円墳・ 方墳とば性格が異なり、当地域の首長の

墳墓といえる。その他にも 2-6基からなる古墳群

が分布し、なかでも西村古墳群 (6基）、中村古墳

群 (16基）、杉の宮古墳群 (5基）等は比較的多く

の古墳で構成されている。古墳に比較して集落跡

は、発掘調在で明らかとなった姥ヶ浴逍跡のみで、

さらに周知されている遣物散布地も 8か所と少な

い。古墳時代後半期になると ID勝北町においては須

恵器の生産が知られる。中村の甲田池窯跡は、 6但

紀後半頃美作地方で最も早く須恵器を焼いた窯と

され、勝央町を中心に広がりが見られる勝田窯跡群

の先駆的な存在として位置づけられる。

中憔になると南北朝時代以降、宝筐印塔・五輪塔・

城跡等の分布が見られる。なかでも観音堂遺跡の宝

伍印塔には康永 2年 (1343年）という北朝の年号か

高
梁
JII

ゞ

旭
川

吉
井
川

0 20km 

—"'' """'• ..... , .. 五

第 1図遺跡位置図 (1/1,500,000) 
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第 1章地理的・歴史的環境

1姥ヶ逢遺跡 2末田城跡 3桜 1号墳 4桜 3号墳 5黒目城跡 6池東逍田遺跡 7山ノ奥逍跡 8山形福田遺跡

9大井手U古墳 10ホウノ木先古培 11水原逍跡 12水原古墳 13夏目逍跡 14烏帽子J[5城跡 15四村水谷逍跡

16昴吹2け墳 17杉谷遣跡 18世村古墳群 19国司山逍跡 20危座池北古填 21河原山城跡 22国司尾館 23本丸城跡

24吹山城跡 25西中亀庫遣跡 26山寺古墳群 27川西遺跡 28新野束遺跡 29沿浴池束遺跡 30金竜遣跡 31森塚古墳

32原古墳 33斑横穴菜 34白竜遺跡 35西谷古墳 36御所塚古墳 37御所野北遺跡 38町川神社遺跡 39丸山遺趾

40御所野西遣跡 41御所野中遺跡 42御所野遣跡 43観音堂遣跡（宝筐印搭）

第2図周辺遺跡分布図 (1/30,000) 

刻まれており、当時この一帯が北朝の勢力下にあったことを窺わせる貴重な資料として注目される。

室町時代から戦国時代にかけては全国各地で戦乱が頻発した時代である。この戦乱から土地や財産

を守るため、領主・村人によって数多くの城が築かれた。旧勝北町内においても地誌などの文献に記

載されているものだけで矢櫃城・ 仲山城• 黒目城・金森城• 本丸城・中西城・ 烏帽子形城・ 吹山城等

13城が知られ、このほかにも河原山城や国司尾館などが存在している。 （内藤）

参考文献

『勝北町史』 勝北町教育委員会・ 勝北町史編纂委員会 1991 

「山形福田逍跡J『岡山県埋蔵文化財発掘調杏報告』 148 岡山県教育委員会 2000 

「西村古墳群」『勝北町埋蔵文化財報告』 1 勝北町教育委員会 2000 

『改訂 岡山県逍跡地図』〈第8分冊 勝央地区） 岡山県教育委員会 2003

「山ノ奥遺跡J「池東・ 逍田遺跡J『岡山県埋蔵文化財発掘調在報告』 180 岡山県教育委員会 2004 

「姥ヶ浴造跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 201 岡山県教育委員会 2006 
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第 1節 発掘調介に至る経緯

第 2章 発掘調在および報告書作成の経緯と経過

第 1節 発掘調介に至る経緯

県道三浦勝北線は、県道津山智頭八東線との交差点から国道53号日本原交差点までをむすぶ総延長

約12kmの道路である。菫要な生活道路であり、また幹線道路であるか、幅員が狭く対面通行ができな

い箇所も少なくないため、岡山県美作県民局ではその改築を進めているところである。

平成16年度には、塩手池西岸の工事予定範囲に所在する古墓の調介を発端に確認された古墳時代集

落の発掘調査を実施し、その調杏成呆は平成18年発行の「姥ヶ浴遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調介

報告201』に収められている。

この調査区の北側の丘陵部分についても継続して改築工事がなされることが計画されたため、岡山

県教育委員会では平成19年度に確認調在を実施し、その部分にも遺跡が広がることを確認した。この

結果を受けて岡山県教育庁文化財課と岡山県美作県民局との協議の結果、平成21年度に発掘調査を実

施し記録保存の措置を執ることとなった。 （宇垣）

第3図調査位置図 (1/5,000) 

り
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第 2章 発抑調企および報告書作成の経緯と経過

第 2節 発掘調介および報告麿作成の経過

平成16年度に実施された発掘調杏から、隣接する北側丘陵部等への遺跡の広がりが想定されたため、

平成19年12月17日～平成20年 1月11日に丘陵上から斜面部にかけて用地内にトレンチを設定し、確認

調査を実施した。その結果、丘陵上および北側斜面部に設定したいずれのトレンチからも弥生時代～

古墳時代の遺物諷含層が確認された。また、丘陵上のトレンチでは竪穴住居などの逍構も確認され、

逍跡の広がりは確認調査対象地のほぽ全域におよぶことが明らかとなった。

発掘調介は、隣接する平成16年度調査地の工事が既に完了しているなど、周辺部の工事がかなり進

んでおり、対象用地外に表土や調査排土等を持ち出すことができないことから、調査地内を分割し排

土場所を確保しながら調在を行うこととした。調査区は、調在対象地が南北に長細いことから、南か

ら1区・ 2区・ 3区・ 4区と 4分割した。なお、平成16年度調在地に接する南端の丘陵頂部および北

側の緩斜面部は、やや広範囲におよぶが遺構を分断する可能性が考えられたためすべてを 1区とし、

西側に谷部が人り込んでいる北側斜面を 3分して 2-4区とした。

調在は、調杏対象地が現行道路の拡

幅用地であることから、用地境のみな

らず道路の安全通行に充分な配慮をし

ながら、平成21年4月7日から文化財

センター職員 3名で、まず、調介区両

端の 1区と 4区から着手した。 1区で

は古墳時代の竪穴住居・ 建物・ 段状遺

構・ 士城のほか、弥生時代以前に遡る

可能性のある土堀等の遣構が、 4区で

は溝などが検出された。

4区の調杏終了後には、 3区・ 2区

の調在を順次実施し、遺構は検出され

なかったものの、弥生土器や古墳時代

の士師器・ 須恵器など多くの逍物が出

土した。なお、 斤陵頂部の 11スの位含

層や北側斜面部 2-4区の包含層で

は、 ID石器時代のスクレイパーや縄文

時代早期の押型文土器の出土を確認す

るなど新たな知見を得、 8月27日にす

べての調査を終了した。

発掘調在中の 6月16日には、地元の

津山市立広戸小学校6年生が遺跡見学

と発掘体験を行った。また、 7月3日

には地元の市場老人会の遺跡見学会

写真 1 広戸小学校6年生発掘体験

写真2 リモコンヘリによる空撮
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第2節 発掘調介および報告書作成の経過

を、調在成果がおおむね明らかとなった 7月23・24日には、地元1B勝北町住民を中心に現地説明会を

開催した。

報告書の作成は、平成21年8月28日から 9月30日までは調奔員 3名が、 10月1日からはそのうちの

内藤が専従し、古代吉備文化財センターにおいて行った。

出土遺物は整理箱10箱であるが、大半は 2-4区の北側斜面部の但含層中から出土した、弥生時代

から古墳時代にかけての弥生土器• 土師器が主体を占める。

逍物の復元・実測作業は、調査員の指示のもとに整理作業員が行った。浄書は調査員と整理作業員

が行った。また、逍構の図面整理と下図の作成は調査員が行い、浄書は調査員の指示のもとに整理作

業員が行った。なお、原稿は調介員が執筆した。 （内藤）

第 3節 発掘調介および報告書作成の体制

平成19年度

岡山県教育委員会

教育長

岡山県教育庁

教育次長

門野八i州雄

神田益穂

文化財課

課 長 藤井守雄

犬多 事 田村啓介

総括副参事（埋蔵文化財班長）光永 真一

主 任 小 嶋 善邦

主 任 金出地敬一

岡山県古代吉備文化財センター

所 長 高畑知功

次 長（総務課長） 小林 勝

犬多 事 岡田 博

副参事 中島謙次

＜総務課＞

総括副参事（総務班長） 若 林 一憲

主 任 福池光修

＜調在第一課＞

課 長

総括主幹（第一班長）

主事

中野雅美

大 橋 雅也

和田 剛

（確認調査担当）

平成21年度

岡山県教育委員会

教育長

岡山県教育庁

教育次長

文化財課

課長

参事

門野八洲雄

壻本好孝

三村 修

田村啓介

総括副参事（埋蔵文化財班長）光永 真一

主任 米田克彦

主 事 平井利尚

岡山県古代吉備文化財センター

所 長 児仁井克一

次 長（総務課長） 小林 勝

犬多 事 中野雅美

＜総務課＞

総括副参事（総務班長） 上田利弘

主 任 中島 刃、Cヽ

＜調奔第三課＞

課 長 宇垣匡雅

（発掘調介・報告書担当）

総括副参事（第一班長） 内藤 善史

（発掘調在・ 報告書担当）

主 事 谷川真基

（発掘調在・ 報告書担当）
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第 2章 発抑調企および報告書作成の経緯と経過

B 弓± 抄＂心、、

平成19年 平成21年

12月17日（月） 確認調介開始 6月16日（火） 広戸小学校6年生体験学習

平成20年 7月3日倫） 市場老人会現地見学

1月11日冷） 確認調在終了 7月6日（月） 3区調在終了

平成21年 7月7日沢 2区調在開始

4月1日（水） 調査準備開始 7月23日（木I 現地説明会 (-24日）

7日吹） 1・4区調査開始 8月18日（火I 空中写真撮影

5月19日（火） 4区調在終了 8月21日（金） 1・2区調介終了

5月27日沐） 3区調在開始 8月27日沐） 発掘調介終了

表 1 文化財保護法に基づく提出書類一覧

埋蔵文化財発掘の通知（法第94条）

岡山県文吝
秤類及び名称 1月布地

曲枯
H的 通知者 期間 I 工なfr)J苫事項

香号日付 (rrii 

教文埋 某沿跡 沖山巾巾瑞字姥ぅ途 I岡山県芙/'1県民闊長
I H214-

f:/ll278号
姥ヶ避逍iJ1、 763、764-1

lふ洗 道路
H2l 1031 I 発拒週査

1121216 

埋蔵文化財試掘・確認調査の報告

文吝番号 周知
押粕Jiぴ名称 所布地

面稜
原因

包蔵地
報告者 I 担叶省 I 期間

日付 末周灯l (rrii の有熊

岡古調 保格跡 津リI市市場 岡川県古代古備文化財 I I Ill91217-
第100け 周知 31 陀i各 有 利田開

H2011~ 蛯ヶ逍連跡 761-21'! カ‘ センター所長 H20.l ll 

埋蔵文化財発掘調査の報告（法第99条）

文苔番号
袖類及び名称 所れ地

面楕
原因 恨：］者 担当者 期 l闊

日付 (rri, 

岡古調 集浴H、 沖111巾巾場
岡山県古代古備 手巨ヒ雅

I H21.4.l-
#l10号

姥ヶ逍選跡 761-l 
lふllb 道路 文化見センター 内栢苦史

H21.831 I121H 
所""- 谷JII呉基

埋蔵文化財発見通知（法第100条 旧第59条• 第61条）

岡山県文吝
物件名 出土地 出土年月日 梵見者 土地所有者 現保性場I~

香号 DH 

牧文埋 弥'II芥. I !r[i岱・ 組恵閤・
津rlni,d,掲761-2ほか Hl91217- 似山県教宥委貝会 閻rlni」内I廿卜2-4-6 閻川県古代古備

第1151,; 'JoJロ
H201 ll ,1整理箱 1箱

姥た硲選跡 H20111 教育長門野八洲雄 岡山貼知事 h井布弘 文化財センター

教文坪~ 縄文土器・弥生土器•土涌器•
沖山市市島761-1ほか 岡山県教育委員会 岡山市内山下2-4-6 岡山県占代古低

第623号 ん席 r,0謡）
姥バ釦追跡

1121-ll -1121827 
教存K 門野八洲耕 岡I廿県知亨 石JI止弘 文化財センターH218.27 計乎理箱10箱
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第 1節確認、調企の概要

第 3章調在の概要

第 1節確認調介の概要

平成16年度調壺地の北に接する丘陵上から斜面部にかけて用地内に 7本のトレンチを設定し、確認

調在を実施した。丘陵上に Tl-3の3本、斜面部に T4-7の4本を設定した。

調介の結果、すべてのトレンチにおいて

弥生～古墳時代にかけての遺物諷含層を確
0
5
0
6
1
-
1
1
A
 

0
0
 0
6
1
-

1
1
A
 認した。丘陵上のトレンチ Tl-3では、

゜
50m 

2m 

第4図 確認調査トレンチ配置図 (1/1,500)、主要トレンチ平・断面図① (1/60) 



第 3章調介の概要

る。また、 Tlで検出された杵穴やT3で検出された土堀は、出土遣物がなかったものの、埋土の特

徴などから古墳時代と考えられる。

斜面部に設定したT4-7の土層堆積状況は、

基本的に共通であった。谷の地形に沿って且含

層が堆積しており、その下層ではT5-7で黒

ボク層の堆積層が見られた。逍構は検出されなか

ったが、逍物蝕含層は斜面部で原＜堆積する傾向

にあり、逍物の出土贔も斜面部の方が多く、近辺

に遺構の存在する可能性が考えられる。 （和田）

I 

:＇ 

＇ 
三 -- - - - ' - - - - _:_c_____J 

g h 221.40m 

～＼ 
1 

_-J_-c_-

-- - - --―-- -一―--- - - - --—•—--~--- - -—--- --ヽ-——r-r -1 —-—-—--- -―-------- ---- ------- ----: I 

i I 
I I 

□ L~----~-------~ ー
T3 

l 表十

2 )火黄褐色料砂

3 褐灰色粗砂（古墳時代上器包含層）

4 褐灰色細砂（遺構埋士）

5 明黄褐色微砂（地山）
J 216.20m 

3
 

T6 

1 表土

2 にぶい黄色粗砂（造成十）

3 黒色粗砂（造成土）

4 明仇褐色粗砂

5 褐灰色弱粘件微砂

（弥生～古培時代十器辺含附）

6 黒褐色弱枯性微砂（黒ボク I曽）

7 灰黄褐色粘性微砂（地山）

2m 

第5図 主要トレンチ平・断面図② (1 /60) 

第 2節発掘調介の概要

l 遺跡の概要

姥ヶ造遺跡は、県下有数の貯水贔を誇るため池「塩手池」の西側にある、標高250m程の独立丘陵

状をなす丘陵の北東先端部に瘤のように取り付く、標高222mを最高所とする南北100m・ 東西150m

程の小丘陵に所在している。平成16年度に実施された丘陵南東部端の発掘調奔により、初めて古墳時

代の集落逍跡が確認された。

調在の対象範囲が限定的なことから、遣跡全体の範囲や性格についての全容は明らかでないが、丘

陵の頂部周辺および南側の斜面で、古墳時代を中心とする竪穴住居や建物などを検出し、古墳時代の

集落の一端が明らかとなった。また、丘陵の頂部周辺では弥生時代以前の土城などが検出され、周辺

の位含層や北側斜面の堆積土中からは、縄文～弥生時代の土器や旧石器時代の石器が認められ、

で人々の生活が古くから連綿と営まれていたことが明らかとなった。
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第 2節 発抑調企の概要

2 調介屁の概要

発掘調査は、確認調査の成果をもと

に、平成16年度の調在区の北から、標

高222mを測る丘陵頂部を含み標高220

m前後の北側緩斜面部までを 1区、丘

陵北側の斜面部を 2-4区に 3分割し

て実施したが、遣構は 1区に集中して

検出された。おもな遺構は竪穴住居、

建物、段状遣構、土壊などである。大

半は、古墳時代と考えられるが、それ

に先行する遺構なども若干確認されて

いる。いずれの遺構も丘陵頂部から少

し下がった北側および南西側の緩斜面

部で検出され、丘陵の頂部からは検出

されていない。なお、北側の斜面部は

近年掘られた多数のごみ穴等で大きく

攪乱され、逍構としては裾部の 4区で

溝などが検出されたのみである。

姥ヶ浴遺跡は第三紀中新世層の地山

が黒ボクに覆われている丘陵上に所在

しており、全体が黒っぽい褐色土の表

土に覆われている。表土下には、丘陵

頂部や斜面上部では10cm前後の、斜面

部では数10cmの厚さに遣物を諷含する

賠褐色土や黒褐色の粘質土の堆積が認

められる。この位含層と地山との間に、

黒ボク層が堆積している。黒ボク層は

斤陵の頂部や斜面の上部ではほとんど

確認されないが、斜面下部や谷の人り

込んだ窪み状の部分では、 40-SOcmあ

るいはそれ以上の堆積が確認される。

なお、黒ボクの堆積層で検出された

遺構は、いずれもこの黒ボク層の上か

ら検出されている。

l区の南端と平成16年度調在区の間

には、幅 5m程の切り通しが後世に入

り丘陵が分断されている。 （内藤）
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第6図調査区配置図 (1/500) 
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第 2節 発抑調企の概要
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黒褐色(10YR2/2l粘質土

にぶい黄褐色(10YR4/3)粘傾十（風倒木痕）

黒色(lOYR2/l)枯質土（風倒木痕）

陪黄褐色(10YR6/6)枯質上（攪乱）

褐色(10YR4/3)粘質土（表土）

褐色(10YR4/4)枯裂十（根の攪乱）

暗褐色(7.5YR3/3J砂質土（根の攪乱）

にふい黄褐色(10YR5/4)粘質上（込成上）

陪褐色(10YR3/3)粘質土（包含層）

暗褐色(10YR3/3)粘質土（柱穴埋土）

黒褐色(10YR3/2J粘質土(No1溝抑土）

15 

17 

18 

19 

22 

23 

26 

27 

28 

29 

2m 

一黒褐色(10YR2/2l粘質士（やや褐色閤びる）

黒色(lOYRZ/1)粘質十（やや褐色帯びる）

黒色(10YR2/1J粘質土

黒色(10YR2/1J粘質上（やや褐色帯びる）

賠褐色/10YR3/3)粘質士（やや焦色が強い）

賠褐色(lOYR3/3)粘傾十（やや褐色が強い）

暗褐色(10YR3/3J枯質土（やや褐色が強い）

明黄褐色(lOYR6/6)粘質上（地山）

褐色(10YR4/4)粘質土（地山）

褐色(10YR4/4)粘腐十（砂粒含）（地山）

第8図 東ー西横断断面図 (1/60) 

第3節 逍構・逍物

検出された遣構の大半は、 丘陵の頂部を中心とした 1区に集中している。最も高い頂部の中央部に

は遣構がまったく認められなかったが、その南北の緩斜面部では、古墳時代の竪穴住居 1軒をはじめ、

建物 6棟、段状遣構 2面、土塙4基などが検出された。 また、他含層中からは、古墳時代の土師器・

須恵器のほか、旧石器や縄文時代早期の押型文土器や石鏃、弥生時代中期の土器も出土し、 この丘陵

上に長く人々の生活が営まれていたことが窺える。なお、 遺構は基盤層上面で検出しているため、本

11 



第 3章調介の概要
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第9図 1区遺構配置図 (1/300) 

来の深さは、ここで示した値に黒ボク層の厚さを加えたものとなる。

l 竪穴住居

竪穴住居 1 (第10図、巻頭図版2、図版2-1・2)

丘陵頂部の北側において検出された竪穴住居である。検出された平面形は北東ー南西方向が長い隅

丸長方形を呈する。規模は、長軸方向が560cm、短軸方向が443cmを測り、、海抜221.30mの検出面から

の深さは床面まで約30cmを測る。覆土は黒褐色粘質土であるが、下層には地山の明黄褐色粘質土の細

粒が若干含まれている。壁際には、幅15cm、深さ10cm前後の壁体溝が巡っている。溝の埋土は、覆土

12 



第 3節遣構・遣 物

221.SOm 

梱 は焼土

被熱部分

0 2m 
- --- -

3
 ー―--丁

r
/
4
 

／
／
 ＇ ’

ー

一

／

／
 

＇（ 

2
 

0 10cm 

l にぶい黄褐色(10YR4/3)粘質十

2 暗褐色(lOYR3/3)粘仇t
3 黒褐色(10YR2/2)粘質上

4 黒褐色(10YR2/2J粘質士

5 黒褐色(lOYRZ/2)枯質十

6 暗褐色(lOYR3/3)枯質土

7 暗褐色(10YR3/3)粘質L

8 黒褐色(10YR3/2J粘質士

9 黒褐色(lOYR3/2)枯質十（貼床）

10 黒褐色OOYR3/2)枯質土

11 黒褐色(10YR3/2)粘質上

12 赤褐色(2.5YR4/6J粘質士

13 灰黄褐色(10YR4/2)粘質十

14 黒褐色(10YR2/2J枯質土（土城押土）

15 にぶい黄褐色(10YR4/3)粘質上

第10図 竪穴住居 1 (1 /60)・出土遺物 (1/4) 

と同様の黒褐色粘質土であるが、一部に炭や焼土塊が多くが含まれる。

床面上に主柱穴は確認されず、長軸方向の壁際中央部でそれぞれ柱穴 1本ずつが検出されている。

検出された柱穴は、直径20-30cmで深さ30-40cmを測り黒褐色粘質土で埋まっている。このほかに、

遺構の周囲を含め住居に伴う柱穴や杭列などは確認されていない。なお、この住居は火災住居とは考

えられないが、床面上の所々かなりの広範囲に被熱部分が確認され、炭・ 焼土が散在している。

覆土中や床面直上から土器の小片が出土している。 1は直口壺の、 2は二重口縁の甕の口縁部片で

北半の覆土中から出土している。 2の外面にば煤の付着が認められる。焼成は良好であるが、器面の

剥離が著しい。 3は東端近くの床面で出土した、ほほ完形に復元できた台付鉢で浅黄橙色を呈する。

4は南西部の床面近くから出土した「く」の字状に外反する甕の口縁部片である。

時期は出土遺物などから古墳時代初頭頃と考えられる。

13 



第 3章 調介の概要

2
 

建物
建物 1

建物 1 （第11図） -
丘陵頂部北側の 緩斜

面、段状遺構 2の西半部

に検出された遺構で、桁

行335cm、梁行310cmを測

る 1X 1間の規模の建

物である。棟方向はN-

34°-wで、 近隣の建物

2・3とは異なりむしろ

段状遺構 2の方向に近い

が、建物の柱穴は同遺構

の埋没後に掘り込まれて

いる。柱穴の平面形は

直径25cm程の円形で、 海

抜220.90mの検出面から

深さ50cm前後を測り 、埋

I 

P4 P1 

ー
P3 - P2 

I I I 
221.00m 

三 1 黒褐色(lOYR3/2)粘質土

建物 2

I 

P1 

P6 宣
I I 

221.30m 

0 2m 

(1 /60) 第11図

P2 

/
 

＾ 
建物 1・2 

:
_
 1

2

3

4

5

6

 

黒褐色(10YR3/2)粘質上

暗褐色(10YR3/3)粘質土

にぷい黄褐色(lOYRS/4)粘質十

にぶい黄褐色(lOYR4/3J粘質土

黒褐色(10YR2;2)粘質上

黒褐色ilOYR3,2)粘質土
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第 3節 遣構・遣物

土は黒褐色粘質土が 1層であ

る。 建物3

遺物がなく時期を確定でき

ないが、埋土などから古墳時

代と考えられる。

建物2(第11図、図版3-1・ 

4 -I) 

丘陵頂部から北側の緩斜面、

建物 lの南西 Im程で検出さ

れた遣構である。桁行364cm、

梁行276cmの規模の 2x I間の

建物で、棟方向はN-79°-E 

である。柱穴は直径40cm程の

円形で、 海抜221.20mの検出

面から深さ25-35cmを測る。

埋土は柱痕にあたる中心部が

黒褐色粘質土、周囲は賠褐色

やにぶい黄褐色粘質士である。

桁行側の柱間は160-204cmで

梁行側の間隠がかなり広い。

時期は、 P2から土師器の

ごく細片が出土しているのみ

で判然としないが、古墳時代

頃と考えられる。

建物3(第12図、図版3-1・ 

4 -2) 

丘陵頂部から北側に下がる

緩斜面で建物 2の東2mに検

出された逍構である。桁行312

cm、梁行218cmの規模の 2X 1 

間の建物である。棟方向はN-

14°-wで、建物 2にほぽ直

交している。柱穴は直径35-

45cmの円形で、 深さは海抜

221.30mの検出面から50-70

cmを測り、北側 4本がやや浅

い。埋土は黒褐色粘質土であ

るが、柱痕か残る P3・4は、

建物4

/―-l:;-——— 
- P6 

！ 

PS 

P4 

221.20m 

こ

1

2

3

4

5

 

黒褐色(lOYR2/2J粘質土

暗褐色(lOYR3/3)粘煩十

黒褐色(lOYR3/2J粘質土

にぶい黄褐色(lOYR413)粘質上

黒褐色(lOYR2/2)粘質土

口
P3 

2g1.3_Dm 

O 2m -------~ 
第12図 建物3・4

1

2

3

4

5

6

7

 

黒褐色(lOYRZ/2)粘質上

黒褐色(10YR3/2)粘質土

にぶい黄褐色(lOYR4/3)粘質十

黒褐色¥10YR3/2J粘質土

にふい黄褐色(10YR4/3)粘質土

灰黄褐色(lOYR4/2)粘質土

黒色(lOYRZ/1)粘質t

(1 /60) 
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第 3章 調介の概要

上部に少し大きな礫が埋まり、暗褐色やにぶい黄褐色の粘質土で埋まっている。桁行側の杵間は146

-166cmで、梁行の間隔の方がかなり広くなっている。 P5・6の埋土から士器が若十出土している

が、 いずれも細片で時期を明らかにすることはできなかった。検出状況などから古墳時代頃と考えら

れ、建物 2と同時存在の可能性がある。

建物4 （第12図、図版3-2) 

丘陵頂部から南西に下がる緩斜面の調査区西端部で検出された遺構で、建物 5の北2.5mに位償し

ている。規模は桁行332cm、梁行206cmを測る南北に長細い 1X 1間の建物である。棟ガ向はN-18゚

-Eを示す。検出状況から調査区の西外側に延びて、東西に棟方向をもつ建物になる可能性も考えら

れる。柱穴は直径30-40cmの円形で、海抜221.lOmの検出面からの深さは、北側か25cm、南側が50cm

を測り、北側の 2本が少し浅い。柱痕部分はおおむね黒色、黒褐色の粘質土であるが、埋め土は、灰

黄褐色あるいはにぶい黄褐色の粘質土である。

遺物がなく時期は明らかでないが、検出状況などから古墳時代頃と考えられる。

建物5 （第13図、図版3-2・4-3)

丘陵頂部から南西に下がる緩斜面で検出された遣構で、建物 4の南2.5m、建物 6の北 lmに位置

している。棟方向はほぼ真北に方位をとり、桁行390cm、梁行241cmを測る 3X 1間の規模の建物であ

る。柱穴の平面形は直径25-35cmの円形で、深さは海抜221.lOmの検出面から40-50cmを測る。柱痕

部分は、 おおむね黒色、黒褐色の粘質士であるが、埋め土は、褐色あるいは賠褐色の粘質土である。

p 1の埋土中から土器が出土しているがごく細片で時期は明らかでない。桁行側の柱間は均等ではな

く104-145cmまでまちまちで、特に、北部の柱間に対して南部の間隔が狭くなっている。

時期は、検出状況などから古墳時代頃と考えられる。
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黒褐色(10YR3/2J粘質土

黒褐色(10YR2/2)粘質上

賠褐色(10YR3/3)粘質土

褐色(10YR416)粘質十

黒褐色(10YR3/2J粘質土

黒色(10YR2/l)粘質土

第13図 建物5 (1 /60) 
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第 3節

建物6 （第14図、

丘阪頂部から南西に卜^がる緩斜面

で、建物 5の南約 lmにおいて検出

された遺構である。桁行275cm、

行207cmを測る 1X 1間の規模の東

西に長い建物で、

-wを指し、

図版3-2) 

梁

棟方向はN-73゚

8m北の建物 4のh位

に一致する。柱穴の平面形は虹径25

-30cmの円形で、深さは洵抜220.90

mの検出面から30cm前後を測る。埋

土は黒褐色の粘質土で、

るが、

p 1では底

近くに、柱の根固めに使われたか拳

大の角礫が遺存している。

P3の埋土中で土器が出土してい

ごく細片で時期は明らかでな

い。検出状況などから古墳時代頃と

考えられ、建物 4と同時存在の可能性もある。

P1 

第14図 建物6

翌1.00m

” 1 

遣構・遣物

2m 

1

2

 

黒褐色(10YR2/2)粘屈十

黒褐色(lOYR3/2)粘質土

(1 /60) 

3
 

段状遺梢

段状遺構 1 （第15図、 図版6-1) 

1区の北端部、

□ 

丘陵頂部から北側に下がる緩斜面がやや急な斜面に変換する部分において検出され

P1 
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-~~ 

--—- -- --
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P2 

220.40m 

5
 

。
10叩
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1
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5
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里褐色(10YR312)枯質十

にぶい黄褐色(10YR4/3)粘質土

にぶい黄褐色(lOYRS/4)粘質上

賠褐色(10YR313)粘質土

にぶい黄褐色(lOYRS/4)粘質十

暗褐色(10YR7i4)砂質土

第15図 段状遺構 1 (1 /60)・出土遺物 (1/4) 
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第 3章 調介の概要

た、斜面を断面「L」字状に掘り下げ平坦面を造り出している段状追構である。全長620cmにわたり

検出面から20cmほどが等高線に沿って掘り下げられ、洵抜219,85mの高さで平坦面が造り出されてい

る。残存幅は180cm前後の規模で北側は流失している。墜際を巡る溝はないが、東側短辺の一部に浅

い窪みが認められる。段状遣構の埋土は暗褐色粘質土である。

平坦面の東寄りでは、等高線に沿った長辺に平行して直線的に柱穴 3本が並んで検出されている。

壁際からの距離は50-60cmを測り、桁行360cmを測る建物が想定される。北側の平坦面は流失してい

るため、対応する柱穴が遺存しておらず梁行は不明である。柱穴の平面形はいずれも径35-SOcmの楕

円形を呈し、深さは平坦面から55-75cmを測る。柱穴の埋士は柱痕か黒褐色土、埋め土がにぶい黄褐

色粘質士である。柱間は190cm・170cmを測る。段状遺構に伴う遣物として「く」の字状に外反する甕

の口縁5が出土している。時期は古墳時代初頭頃と考えられる。

段状遺構2 （第16図）

1区の北部、 丘陵頂部から北に下がる緩斜面で、段状遣構 1から 3mほど南側上方に位置し、斜

面を断面「L」字状に掘り下げて平坦面を造り出した段状遺構である。全長580cmにわたり等高線に

沿って掘り下げられ、幅300cm程の造り出された平坦面が残存している。上面の削平が著しく、深さ

は10cm前後の掘り下げが確認できたのみで、平坦面も若干北西側に傾斜している。平坦面の高さは南

東側で洵抜221.00mであるが、 3mほど北西の端部近くでは海抜220.80m前後になっている。埋土は、

地山粒を含むにぶい黄褐色粘質土である。 なお、南西から南東にかけての壁際には輻50-60cm、深さ

10cm前後の溝が巡り、黒褐色粘質土で埋まっている。

埋土中から出土した土器は細片で、時期を明らかにできるものはないが、検出状況などから古墳時

代初頭頃と考えられる。 なお、遺構の西半に位置する建物 lはこの遺構の埋没後に建てられている。

一方、北東端部の土堀 2はこの追構以前の追構である。

221.20m 

2m 

1

2

3

4

5

6

 

にぶい黄褐色(10YR4/3)粘仇土

暗褐色(10YR3/3)粘質上

黒褐色(10YR2/2)粘質土

にぶい黄褐色(10YR4/3)粘質十

褐色(10YR4/4)粘質土灰色

暗褐色(10YR3/3)粘質上

第16図 段状遺構2 (1 /60) 
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第 3節 遣構・遣物

4
 

土堀

土壊 1 （第17図、図版5-1・2)

1区北半の丘陵頂部近く、竪穴住居 lのほぽ中央部床面下で検出

された遺構である。平面形は、検出面で長辺115cm・ 短辺87cmの隅丸

長方形を、底面では長辺85cm・ 短辺53cmを測る長方形を呈し、北西

—南東に長軸h向を持つ。上面は竪穴住居など後世の削平を受けて

いるが、かなり切り立った逆台

形状を星する断面で深さ82cmを

測る。底面はほぽ水平面をなし、

中央やや北西寄りに直径20cm深

さ5cmの窪み状の穴が確認され

ている。埋土は、中心部に黒色

粘質土が、壁側に地山土を多く

含む褐色、黄褐色、明黄褐色の

粘質土が堆積している。

埋土中に出土遣物か無く、時

期や性格は明らかでないが、

220.90m 

遺

1m 
----—,- -—' 

l

2

3

4

5

6

7

8

 

黒色(lOYR211)粘質上

黒褐色(lOYR3/2l粘質土

にぶい黄褐色(10YR54)枯質十

黄褐色(lOYR5/6J粘質土

陪褐色(lOYR3/3)粘質上

褐色(10YR414)粘質土

にぶい黄褐色(10YR54)枯質十

にぶい黄褐色(lOYR5i4)枯質土

構の上面は竪穴住居の床面の士

で完全に覆われており、検出状

況などから弥生時代以前の時期
第17図 土堀 1

221.10m 

1
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5

6

7

8

 

0 50cm 

一赤褐色(2.5YR4/6)粘質土

黄褐色(10YR5/6J粘質土

黒色(10YR2/l)粘質士

賠褐色(10YR3/3)粘質十

褐色(10YR4/4)粘質土

黄褐色(10YR5/6)粘質上

明災褐色ilOYR6/6)粘質士

浅黄色(2.5Y7/4)粘質十

が考えられ、落とし穴、あるいは貯蔵穴などの可能性がある。

土堀2 （第18図、図版5-3・4)

l区の北端に近い緩斜面部、段状遣構 2の北東端部において検

出された遣構で、土城 lの北10mに位置している。検出された平

面形は、長辺216cm・短辺115cmを測るややいびつな隅丸長方形を、

底面では長辺163cm・ 短辺68cmの長方形を呈し、

坦である。埋士は、

(1 /30) 

ほぽ東西に長軸

を持つ。上面は後世の削平が考えられるか、逆台形状を星する断

面で、海抜220.75mの検出面から深さ50cmを測る。底面はほぼ平

中心部に黒色、黒褐色、賠褐色の粘質士が、

第18図 土塘2 (1 /30) 

壁側に地山の崩れた土とも考えられるにぶい黄褐色粘質士か堆積

している。

出土遣物が無いため、時期や性格は明らかでないが、段状遣構などはこの土堀の埋没後に造られて

おり、聖面が崩落した落とし穴や貯蔵穴などの可能性も考えられる。

土壊3 （第19図）

l区の北端部、丘陵頂部南西の緩斜面、段状遣構 lの西側で検出された、 ほほ東西方向に長軸を持

つ長細い溝状の土城である。上部は削平され、長さ255cm以上、最大輻63cm程の規模で、海抜219.90

mの検出面からの深さは18cmである。断面はなだらかなlII1形を星し、中央上面に黒褐色粘質土が、畢
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ヽ

220.10m 

二
1

2

3

 

黒褐色(10YR2/2l枯質土

黒褐色(10YR3/2l粘質上

賠褐色(10YR3/3l粘質士

面や底部に賠褐色粘質土が堆積している。埋士中の士器は、

く細片で時期を明らかにすることはでぎなかった。

の境は、後世の攪乱をうけており、両者の前後関係も不明である。

土壊4

1区南部の調杏区四端近く、南

西に下がる緩斜面で検出された土

堀で、建物 5の西 2mに位置して

いる。検出された規模は長辺102

土壊4

1

2

3

 

（第19図）

221.00m 

0 1m .....__, ___ ____ 
賠褐色(10YR3/3)粘質土

黒褐色(10YR2/2)粘質土

にぶい黄褐色(10YR4/3)枯質L

また、段状遺構 lと

いずれもご

土壌5

221.40m 

1

2

3

4

5

 

焦褐色(10YR2/2)粘質上

黄褐色(10YR5/6l粘質土

にぶい黄褐色(10YR4/3)枯虹十

暗褐色(10YR3/3J粘質土

陪褐色(10YR3/3)粘質上

第19図 土堀3・4・5 (1 /30) 

Clll・短辺63cmの歪んだ隅丸長方形である。長軸は北東―南西方向で、

220.85mの検出面から深さ32cmを測る。底面ははぽ

平坦で、埋土は上層に賠褐色、下層に黒褐色の粘質

土が堆積し、南側の壁際に地山によく似たにぶい黄

褐色土が堆積している。出土遣物は、土器の細片の

みで、時期や性格等は不明である。

土壊5 （第19図）

l区南部の南西に下がる緩斜面、建物 5のすぐ東

側で検出された逍構である。規模は、長軸147cm・ 短

軸128cmを測り、海抜221.20mの検出面から深さ28cmを

測る。検出された平面形はやや北東ー南西方向に長

いいびつな長方形を呈し、断面も不整形で底面は凹

凸がある。埋土は、 中央部の卜面面に地山に近い黄褐

色粘質土が認められるが、 その外側や下層には黒褐

色や賠褐色の粘質土などの攪乱された土が堆積して

いる。検出状況などから風倒木痕の可能性が高い。

断面は逆台形状を呈する。 i射抜

P1 P2 

221.30m 

221.20m 

0 50cm 一p 3 

l 黒褐色OOYR3/21枯質土

2 にふい筑褐色(10YR4/3粘質上

3 賠褐色(10YR3/3)枯質土

4 黄褐色(lOYR5/6)枯仇十

P 1・2 

1 にぶい闘褐色10YR4/3訊質土

2 阪前褐色i10YR4/2粘質上

3 灰黄褐色i10YR4/2粘質土

4 賠褐色(10YR3/3粘且十

5 にぶい黄褐色10YR5/3帖質土

第20図 P1・2・3 (1/30) 
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5 柱穴

P1・2・3 (第20図）

l枢中央の調在区西端近く、建物 4の北1.5m程で検出された P1・2と、その北1.8mのp3は、

いずれも建物を構成する柱穴と考えられる。配置から p1とP2のいずれかと p3とで建物の一部を

構成する可能性がある。規模は p1が直径35cm、P2が直径30cm、P3が匝径45cmほどの円形で、海

抜221.20mの検出面から p1は75cm、P2は70cm、p3は75cmを測る。柱痕の埋土は、 p1がにぶい

黄褐色土、 P2が暗褐色粘質土で、 p1がP2を切っている。また、 p3は黒褐色粘質土である。

時期は、出土逍物が土器の細片のみで判然としないが古墳時代と考えられる。

9
N
 06
(
-

1
1
A
 

0
0
 
0
6
(
-
1
1
A
 

X=-97575 

6 溝

溝 1 (第22図）

4区の北東部で検出された、南東から北西

にほぽ直線的に流走する溝である。南東側は

後枇の攪乱を受けており、北西側は調在区外

におよぶため、検出できたのは全長約 6mで

ある。斜面を流れ下る溝で底面の高さは、斜

面上部の南西側で214.25m、北内の調赴区境

では213.45mと約 6mで80cm下がる。規模は、

上面の削平が考えられるが、表土直下の検出

面から幅80cm、深さ15cm前後を測る。新面は

皿状を星し、埋士は黒褐色粘質士が 1層であ

C d214.20m 

X=-97600 

゜
10m 

a b213.80m 二
第21図 4区遺構配置図 (1/300) 

る。逍構の検出がごく一部であり、明確な時期を決める

逍物もないため、詳細は不明であるが、検出状況などか

ら中但以降に掘削された溝と考えられる。 （内藤）

7 遣構に伴わない遣物

二 0 50cm 

一
第22図溝 1 (1 /30) 

出土遺物の大部分が包含層出土である。これらは 1区丘陵頂部中央から南半にかけて出土した S2・ 

S 3・6-10と、斜面部 l区北端 ・2・3区に形成された他含層から出土した11-49、さらに下方

斜面部から出土した50などからなる。遣物がまとまるのは 2・3区の包含層である。複数の時期の

遺物からなるものの、黒ボク層上部で混在して出土し層位的に区分できる出土状態ではなかった。

S 1は3区から出土したサヌカイト製のスクレイパーで、旧石器とみられ、剥片の側縁を刃部に加
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第23図 遺構に伴わない遺物① (1/2・1/4) 

工している。なお、両端は欠損している。丘陵頂部から流出した可能性があろう。

6-8は縄文時代早期の押型文土器で、長径17mm前後の粗大な楕円文が浅く認められ高山寺式に位

置づけられる。 9は無文の破片で確実に早期とはみなしがたいが、 6-8に近い時期の可能性を考え

ておく。 S3は長さ15mmの小型のサヌカイト製の石鏃で、早期ないし前期と推定される。 S2はサヌ

カイトの剥片で、 S3と同様の明白色の風化面を見せることから同時期とみられる。 10は口縁部下

方に刻み目突帯を施し、その上方に斜線文を充填する破片で、縄文時代前期と拙定される。

2・3区の位含層から出土した遺物のうち11-17は弥生時代中期後半の土器で、壺の肩部にはク

シ状工具による波状文と直線文を巡らせる。 LJ縁端部は拡張して凹線文を施しており、壺ではさらに

斜め刻みを施す。

18-48は古墳時代前期初頭に位置づけられる。このうち18-21は弥生時代後期後半にさかのほる

可能性もある。壺・ 甕• 高杯・ 鼓形器台などからなる。 20・21・23・24・32・38・39・41・42など

小礫を含む個体が多く、 19・26・30の胎土もそれに近い。これらはこの地域において製作されたも

のとみられる。それに対して口縁部に波状文をもつ庄内式系の壺27、胴部が叩き調整の甕40、精製

の鉢45、山陰系の甕29・ 壺25・ 甕胴部22、鼓形器台47はそれぞれ胎土がそれらとは畏なっており搬

入品の可能性がある。一方、 34-37は吉備型甕で、拡張した口縁部に櫛描沈線を施す。県南の製品
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第24図 遺構に伴わない遺物② (1 /4) 
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第 3章調介の概要

とは胎土が異なり、 34・35・37は橙赤色、 36は白色を呈する。 48は烏形土器の屋部とみられる破片

である。外面には赤色顔料が見られる。赤色顔料の塗布があるのはこれ以外では高杯20・43である。

これらは、一部やや先行する時期のものを含む可能性はあるが、おおむね県南部の下田所式に併行

する時期とみられる。

須恵器の出土量は少ない。杯49は2区但含層、提瓶50は4区攪乱からの出土である。これらは 6

世紀後半に位置づけられる。 51は甑の把手である。 52は勝間田焼椀の口縁部である。このほかに時

期不明のため掲載しなかったが、鉄滓と鉄器小片が少量出土している。 （宇垣）

第4節結語

今回の調在によって、姥ヶ浴遺跡の変遷と遺跡のあり方をおおむね把握することができた。遺跡の

形成は旧石器時代、縄文時代、弥生時代、古墳時代初頭、同後期の各時期にわたる。以下、時期別に

この遺跡の特徴を述べる。

旧石器・縄文時代 旧石器時代の遺物はスクレイパー S1 1点である。丘陵北斜面からの出土である

が、頂部から流出した可能性を考えるべきであろう。

縄文時代の逍物はいずれも丘陵頂部南半からの出土である。早期の遺物は少量の土器で、石鏃と若

干のサヌカイト剥片がこれに加わる可能性が強い。他に前期と推定される土器 l点がある。早期の逍

物がやや多いかにもみられるが土器6-8は同一個体の可能性があり、逍物点数の少なさは前後の時

期と同様である。こうした遺物の出土状況から丘陵頂部がまれに利用される状態が続いたとみてよい。

追跡の所在する丘陵の東側は現在塩手池として利用されているが、池はいくつかの谷が合流し南西に

流下する地形を利用し、狭監部を堰き止めて設けられている。谷あいの水場などに集まる動物の狩猟

などで、この地がときおりキャンプ等の場所として利用されたとみられる。

弥生時代 弥生時代中期後葉の土器が2・3区の谷斜面に形成された包含層からある程度の量出土し

ているが、この時期の遺構は明確でない。丘陵の頂部が集落域として利用されたものの、遺構の密度

が低くかなり散没なあり方であったため、調査区内に遺構が見られないと考えるべきであろう。遺物

の量はそれほど多くないことから、集落の規模は小規模なものであったと推定できる。丘陵北側に広

がる低位部での水稲農耕を生産基盤とするとみてよいだろう。

古墳時代前期初頭 この遺跡の中心となる時期である。竪穴住居、段状逍構はこの時期に属し、建物

については時期を確定できないものの、それらもこの時期に属すると判断している。集落は丘陵頂部

から斜面上部にかけて形成されるが、頂部のうち最も高くなる頂部中央に遺構がはとんどなく、肩部

付近に集中する傾向にある。

調査区は東西に長い丘陵を南北に横断した形となっており、本来の集落は散漫な密度で調査区の東

西両側に広がるとみられるため全体像の推定は困難である。丘陵頂部北側に所在する竪穴住居 l軒．

段状追構 2面・ 掘立柱建物 3棟のうち、段状追構と掘立柱建物は一部で重複関係にあり、すべてが同

時に所在したとは考えにくい。また、深い柱穴の存在から掘立柱建物は調在区縁辺にさらに所在する

可能性が強い。さらに、頂部南側で 3棟の掘立柱建物を検出したが、その南側の16年度調企区に竪穴

住居 l軒が所在する。
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第4節 結語

これらのあり方からみて誰定とはなるが、竪穴住居 1軒と掘立杵建物数棟、それに段状遣構が加わ

ったものが単位となり、それらかいくつか集まって集落を形成している可能性を考えておく。ただし、

段状遺構のうち段状遺構 lは掘立柱建物 l棟とみるべきであり、段状遺構が基本的な構成要素であっ

たかどうかは明確でない。

この時期の竪穴住居は通常4本、小規模なもので 2本の柱を床面にもつが、検出した竪穴住居 lは

南北両側の楔部に柱を配しており、柱穴も規模は小さい。きわめて特異な構造であるが対比すべき資

料がなく評価がむずかしい。なお、 16年度調査区で検出された古墳時代後期の竪穴住居2は竪穴の畢

溝に沿って小規模な柱穴を配する特異な構造であるが、今回の竪穴住居 lと一連の特殊な構造とする

には時期的な差がありすぎ、むしろ、宮ノ上遣跡竪穴住居23のような、小規模な住居できわめて細い

柱穴をもつ例との共通性を考えるべきであろう。

遺物は遺構に伴う一部を除いて基本的に 2・3区の谷斜面に形成された蝕含層から出土している。

コンテナ約 9箱の量であり、谷部の観含層を全掘したわけではないが、破片の接合作業では接合はし

ないものの同一個体の可能性のある破片が多いように見受けられ、土器の総個体数はさほど多くない

可能性が考えられた。集落域の一部からの廃棄ではあろうが、景の少なさは集落の存続期間の短さ、

あるいは規模の小ささを示すとみられる。

出土土器の特徴は多様である。在地の土器に加わる形で、吉備南部系、庄内式系、山陰系の土器が

見られ、その量は少なくない。このうち庄内式系の土器は東の播靡からもたらされた可能性が考えら

れる。これらは搬入品とみられるが、吉備南部系については、南部の製品が直接持ち込まれたのでは

なく分布の周辺域で模倣した製品が持ち込まれているようである。ただし、これ以外について対比検

討を行えていないため、同様な評価でよいかどうか明確でなく、直接の搬人品や集落内での模倣品を

含む可能性もある。

これらの土器様相からは、県南部と同様にきわめて活発な古墳時代初頭の地域間交流をうかがうこ

とができる。美作地域のこの時期の土器様相については（柴田2006) が詳しいが、岡山県北部におけ

るこの時期の様柑がどのようなものであるのか、また、水系ごとにどのような差異をもつのかを今後

究明していく際の良好な資料として扱うことができよう。

このほか、鳥形土器は小片であるが、山陰・ 吉備における鳥形土器を用いた祭祀の広がりを知る資

料として貴重である。

古墳時代後期 資料は僅少である。この時期の竪穴住居は南側の16年度調在区で検出されており、集

落として利用される箇所は南に移ったとみられる。

集落の変遷 以上、各時期の遺跡のあり方を概観したが、旧石器・ 縄文時代はキャンプサイトとして

理解することができる。弥生時代中期は、御崎野遺跡、野田遣跡など、この地域において急速に集落

遺跡が分布を拡大していく時期である。岡山県北部における弥生村落の拡大として理解できよう。

古墳時代初頭の集落については資料が少ないため、分布や様柑を十分に語ることはむずかしい。姥

ヶ浴遺跡が所在する勝北地域に南接する勝央地域には植月寺川古墳や岡高塚古墳など古墳時代前期の

首長墓が多数築かれることで知られる。それらの築造と姥ヶ浴集落の成立がいかに関わるのか、また

土器の様柑をどのように評価するかなど、課題とすべきことは多い。 （宇垣）

註

柴田英樹2006「弥生時代後期末～山墳時代初頭の士器」「国司尾遣跡ほか」『岡山県迎蔵文化財発掘調朴報告』 197
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表2 遺構一覧表
竪穴住居

迅栢名 I キ,,.,,形

竪穴件店 111混JLに力形
□ I :~;Ji IN~: 庸J:~II'氏：2：□| 村デ I オギ ~.~J離冒 l,r;:;1 古培：；［ヤJJRJJ 『 Fl:~名

備名

束角削平

建物

逍梢名 規校
mttir 肖~(cm' 柏行 梁行 1l1i栢

柚方向 拘り方 時柑i IU追I荷名 備考
桁 梁 (cm, <cm) (nil 

建物 l ) X) 005 'JIU 0’’0’’0 ― 3lll 10.:JY N-'J-1"-V-. ― 円• 柁円 古培時代 KUll横

建物 2 2 x I 
170, 194 

2り4.160 
276 364 276 10.06 、:.79・.E 円 占J在吋代 N013 

建物 3 2 X] 
146. 166 

218 312 218 6.80 N-14'-W I'-!・ 荏円 占Jl,ijイt N08 
154, ¥08 

建物 4 ) X) 332 206 332 206 684 ー、二l8°・E 門•捨円 古宅的代 N06 洪1,h向に延ぴる可0咀あり

建物 5 o X) 
14S 142. Iり4

2H 390 211 75~ N年 E 門・ 佑 円 古培時代 N02 
160 128. 102 

廷物 6 ) X) 275 207 27,i 207 569 N-73'-W 円 古培時代 NO? 

段状追構

逍梢名 1面JI: ~"'"'Jlj 長軸 (cm' 知軸 (cm' 深さ心,)底面洵I友高，m) 時期 111逍楷名 備ぢ

段状迅栢 l 長方JI: 550 247 39 21985 山J百貼代初岨 K012 

段状丑栢 2 長方形 089 J4a 12 22095 山墳叫代初頭 KOll 

土堀

屯措名 平面形 断面形 長前 (cm' 短柏 (cm' 深さ <cm)賦面酒抜,;,, ,m) 時期 IU也i蒋可 袖考

土）JI,1 隅丸K/J形 逆台形 ll5 87 82 22018 舜文時代 NUii½I 落とし穴か

十Jl;¥2 1他丸長方形 逆台形 216 lb 50 22025 縄文~l 代？ KOlO 

上寂 3 滞.j_K(小船形） Jlll形 255~ 63 18 2¥Y n 占墳時代 KU  14 

十拙 4 唱丸長力形 逆台形 102 63 32 22053 古培閻代 N0;5 

十批 5 すな伝力形 小整形 117 12~ 28 22092 N01 I 原＼倒木痕

表3 出土遺物観察表
土器観察表

柘載 /1¥-t 
出十迅椙名 秤別 揺柿

,I滉HI• kml 
色閲 胎十 焼成 状態 形 態 手i丈(1):/sl徴など

岱号 地区 II抒 瓜径 ,:;,:'¥ 
l l仄 翌穴件居 l 十帥喘 叫 泳t:Lh

,7 "' 胎灰姜色UoYo』) LIIIIII以下 艮如’ II緑u;

2 112' 苓穴tLI占1 上師盆 史 ※160 ,39, にぷい苛杓色(lOYR7/3, 2皿l以ド 且好 口i,,,1/5

:: l仄 翌穴住居 l +~11料 台付鉢 り2 ※74 ※88 浅羨栓色(JOYRX,::l 蒻 j]]以下 良好 復）し完形

1 1に 堅穴tLI占1 上師器 克 灰苛褐色 (lOYlく5/2.' 2IlllllJ 〗、 ト・ 艮好 骰片

3 l f,Z 段状屯柑 l 土削混 梵 掲I1ヽ色(luYR4/J, LIIIIII以下 良好 破I',

6 l L"- ；；含石 純文 l答 深針 にぷい街色1]5YH511,1 2mm以 l 艮好 破片 押刑文か、傾き不社

7 I仄 包含溢 紐文土喘 深鉢 にふい褐色i"i.SYRS中 LITIITI以下 良好 蔽I', 押型文か、粕き小許

8 l L"- 包含后 純文 l器 深針、 にぷい掲色17_5YH511I 2mm以 l 艮如I 破片 抑刑文か、傾き不叶

y I仄 包含賓 紐文土喘 ;i:, 本 にぷい橙色(,.5YR7/4'1 Lmm以下 良好 砥片 紐文か、利き不詳

10 112' 包含屈 縄文 l器 深鉢 にぷい拾色<7-5YH711 I 2mm以 l 艮如I 破片 貼1J突曲、刻目、櫛描文、頑き 1、社

11 2 f/4 包含石 弥'I土謡壺 ！こぷい橙邑(,.SYRti/4'1 21111n以下 良好 破片 梱拙沈椋、成状文

12 3仄 包含屈 弥生I器匂 拾色，7SYli6'6< 2mm以 l 且如I 破I', I荀描沈線、波IJ、L

13 3 Li 包含層 弥'I土謡壺 ！こぷい苗栓色(lOYRti/3, l暉 II以下 且好 倣片 祖l拙it線、波状文、ハ，；メ

14 2仄 凶含店 弥牛I器 '"' 拾色，7SY1'6'6< 2mm以 I・ 且如I 破I', II森部上面刺突人、刻目

15 2 Li 包含る 弥止土閤壺 掲l火色(7.oYR4/l, 2n1111以下 且好 破片 D縁部I伯I枷Ji'/1戒牡、文、刻II

lfi 1仄 辺含石 弥牛I喘立 ※!BA 11_91 ！こぷしギを色17_SYR7l;lI 2mm以 I・ 且如’ II緑1/o II檬部上面櫛描荻状丈

17 312' 包含后 弥止土岱亜 ※14.1 <3.8< 橙色<.7.SYR6'り 2mm以下 R好 ロ絵7/8 D縁~部沈紺

18 :: 仄 包含西 弥千I喘 尭 泳i::, q_n:i ！こぷい控色i7SYRh"4i 1mm以 I・ 艮如’ II緑ll": 蔚級

19 212' 包含石 弥生上盛史 褐l火色(lOYR1/1' 2mm以ド 且好 般片

l{) 2仄 包含¥ 弥千十喘 叶杯 ※1,:: <hS< 浅晶杓色(7oYR84) LIOOl以下 良妊 II緑!/:: ぷかし孔l夕け存、ヘラミガキ、赤色頷料

21 3区 包含石 弥生上器 脚付針 ※68 ※100 にぷい苛朽色(lOYlく7/J., 2mm以ト・ 艮好 体部1/1 lか滅

ど, :JR ＆含濯 十削J#;i 梵 橙 包,.5YRもい 蒻 j]]以下 且女i 破I', 辟描文紆、（流水文状，、仰ぎイ臼r

23 3に 包含石 I師器 否 (116, ,sg, 設苛杓色JIOYI<Sdl 2mm以 l 艮好 n紺us

24 "仄 包含溢 土削温 ii:! ※14.7 Ou.7l 明釦渇色(IUYR訊） 2叩l,J.下 良if! U器 1/4

2::i 3 Li ；；含← I帥器 " にぶい苛朽色(7SY!i7/1J 2mm以 l 艮好 破片

2b J仄 包含W 土師器 空 にぶい・.,1登色(¥OYRti/Ji LTTIITI以下 良好 蔽I',

27 3 L"- 包含吊 I曲器 v ※170 13_71 にぶい苗朽色(lOYlく7/j, 2mm以 l 艮如I n粒1/10n椋祁波.tX文

,s 2 rz 包含'iii 土師甜 但U壺 ※7.8 (¥0.3) 橙邑i7.5YR6/tii 2mm以下 良好 肌,,1114 ヘフ・ミガキ

29 212' 包含屈 I曲器 " ※1s, 1 L1 I にぷい拾色7_SYH711I 2mm以 l 且如I n料1/7 印板

30 3 Li 包含層 土師器 亜 ※12.6 ,3_7, ！こぷい釦全色(¥OYR7/3, 2111111以下 良好 口冠1/4 1J~ 而ヘラケズリ

31 3仄 包含屈 I帥器 守 ※146 q_7, 朽色<SY!i6/S< 2mm以 l 且如I II緑1/o

32 2 Li 包含る 土師器 免 ※15.6 'a.4' ！こぷい褐色1_,.5YR6-13,1 211Mll以下 且好 口器1/7 は滅

~, 2仄 凶含序 11,11器 克 ※ISO <]]< 咀黄渇色{]0YR7ふ｛ 2mm以 I・ 且如’ II緑1/7

34 2 k<_ 包含石 土師硲 豆 橙色<.SYRti/り 2mm以下 且好 似片

::l:i~ 仄 包含石 直,11器 売 控色<7SYRS>s, 2mm以 I・ 且如’ 破I',

36 312' 包含示 土師硲 克 ※11.0 I、5.7,1 汝苛栢色(]OYRS1J 2皿l以下 几好 口絵1/a 櫛拙北線

:17 :: 仄 包含溢 +~11喘 充 泳17h iJSi 橙色iSYRh/h, LIIIIII以下 艮如’ II緑l/ll 岱描i:t保

38 312' 包含石 上師盆 史 ※136 ,11, にぷい杓色<JOYH71) 2mm以ド 且好 口祁1/9

刈 3仄 :_i含 溢 +~11喘 梵 ※!Sh '""' にぷい貞橙色(l1IYRh/J1 蒻 j]]以下 良好 II緑l/8 内面ヘフケスゴ）

10 2に 包含石 上師器 安 ※121 (6 :i) にぷい苛衿色(lOYlく7/J., 2mm以ト・ 艮好 n紺1/2 タタキメ

41 2 R ＆含濯 +~11湘 性杯 ※14.8 <ti.J< にぷい苗1登色(luYR7/J, LI001.LJ下 且好 刷部l/4 西かしi訟残存

12 3 L"- ；；含石 I師器 団杯 ※l::i-7 {8_1) にぶい苛朽色(lOYlく7/3! 2mm以 l 艮好 即祁1/1

43 2仄 包含溢 土師岱 高杯 ※I l.O ,;_y, にぶい橙色(1OYR7 .. 4) LITTITT以下 良好 U蒜1/3 ヘラミガキ、赤四飢料

11 2 L"- 包含后 I曲器 台付訃 ※96 ※!LO ※11.2 にぶい苛朽色(lOYlく7/j, 2mm以 l 艮如I 復元;・"形 lか抵、ハケメ？

4o 2仄 包含盲 土師器 '* ※13.9 '"-・-', 浅禎位色(7oYR86) 2叩以下 良好 U緑110 ハケメ

16 212' 包含屈 1 um器 低馴杯 ※132 ※61 ,7_1, にぷい拾色17-5YH7111 2mm以 l 艮如I 杯祁1/1

4, 3 rz 包含層 土師器 奴形岱合 ,,.2, 橙己<SYRti/り 21111n以下 良好 ＾、ラミガキ？

48 11メ 包含屈 后形 I器 にぶい拾色7_SYH71.t1 2mm以 l 且如I uiJlli IJ潤整

49 2 Li 包含層 須忠器 Hヽ ※11.5 ,4_7, 褐l火色(7.oYRS/1, 2暉 II以下 良好 全体1/3 ロクロ右回り

50 4仄 凶含汗 須恵器 捉勅． 〔149) にぶい笛色12_SY6/::l1 2mm以 l 且如I 破I', カキメ

51 3 Li 包含る 土師沿 曲 汲苗柑色(10YR8,3J 2mm以下 且好 把千甜分

52 312' 包含示 須忠硲 椀 ※15.8 <2.7< I火白色(oY72) 2mm以下 R好 倣片

※数仙は虔1Liu'!.( )数伯は坦存仙をホす

石器観察表

冒 責し材
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図版 1

--------=-----一便ー一

調査地遠景（北西から）

2
 

1区調査前の状況（南西から）



図版2

1 竪穴住居 1(北西から）

2 竪穴住居 1遺物出土状況（南から）



図版3

1 建物2・3(南西から）

2 建物4・5・6(北東から）



図版4

1 建物2

（南西から）

2 建物3

（西から）

3 建物5

（北から）



2 土壊 1断面

（北から）

4 土堀2断面

（東から）

図版5

1 土壊 1

（北から）

3 土壊2

（東から）



図版6

1 段状遺構 1(東から）

2 1区完掘状況（南東上空から）



図版7~-

2 3区完掘状況（北から）



図版8

4区調査前の状況（北西から）

2 4区完掘状況（北西から）



図版9
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出土石器・土器

22 



図版10

28 40 45 

41 42 21 

20 46 

£ j  
3
 

43 

48 49 

出土土器



報告書抄録

ふりがな うばがさこいせき 2

書名 姥ヶ浴追跡 2

副書名 一般県道三浦勝北線道路改築に伴う発掘調査

巻次 II 

シリーズ名 岡山県埋蔵文化財発掘調在報告

シリーズ番号 227 

編著者名 内 藤 善 史 宇 垣 匡 雅 谷 川真基和田剛

編集機関 岡山県古代吉備文化財センター

所在地
〒701-0136 岡山県岡山市北区西花尻1325-3 TEL 086-293-3211 

http:/ /www.pref.okayama.jp/kyoiku/kodai/kodaik.htm 

発行機関 岡山県教育委員会

所存地 〒700-8570 岡山県岡山市北区内山下2-4-6 TEL 086-224-2111 

発行年月日 2010年 3月31日

ふりがな ふりかな
コード 調査面積

所収逍跡名 所在地
北緯 東経 調在期間

(rrl) 
調査原囚

市町村 逍跡番り

おかやま Itんつやまし

岡山県津山市 35° 134° 
一般県道

姥うばヶがさ逍こ遣いせ跡き
いちば 2009.4.1~ 
巾場 33203 336240141 7' 7' 

2009.8.27 
1,386 三浦勝北線

761-1 !i力X 12" 35" 
道路改槃

所収逍跡名 種別 tな時代 主な遺構 主な遣物 特記事項

旧石器時代 竪穴住居 l軒
士器（縄文士器・弥生士器・ 旧石器時代のスクレ

姥ヶ浴追跡 集洛
縄文時代 段状遣構 2面

土師器・須恵器）、石器（削 イパー、縄文時代早
弥生時代 建物 6棟

器• 石鏃） 期の押型文土器出土
古墳時代 上堀 5基

低丘陵上に形成された古墳時代を中心とした小規模な集落追跡。

丘陵上で古墳時代の竪穴住居や建物、段状遣構等の遣構を検出した。また、縄文時代の落

要 約 とし穴の可能性がある土堀も確認され、包含層からは縄文土器• 石鏃も出土した。

丘陵北側の斜面部では、逍構はほとんど確惚できなかったものの包含層から弥生十．器、古

墳時代の土師揺や須恵器が出士した。
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